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環境アセスメント士として

私が勤務する株式会社日建技術コン

サルタントは、総合建設コンサルタン

トとして、上下水道、河川、道路、都

市計画、廃棄物処理施設等の計画・設計

部門、監理部門、測量部門、環境調査

部門など、幅広い分野で東北から九州・

沖縄まで全国で業務展開しています。

私が所属する環境調査部は、環境分

析、土壌汚染調査、環境アセスメント
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を行っており、試料採取からダイオキ

シン類等の各種分析、調査結果の解析

など、一連の業務すべてを自社で行え

ることから、効率的に業務を実施して

います。

私は入社以来、環境アセスメントに

かかわる業務を主に担当し、調査計画

の立案から現地調査、環境影響予測・

評価まで、 一連の業務にかかわってい
ます。

私は2005年度に生活環境部門で環境

アセスメント士を取得しました。

環境アセスメント士となって、これ

まで、環境アセスメント士が資格要件

となっている業務は知らず、資格の知

名度について色々と考えることもあり

ましたが、このたび、初めて資格要件

として採用されている業務を受注でき

ました。

この業務は、条例アセスの対象事業

生活環境部門(2005年 )
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となる「ごみ処

理施設」を整備

するためのアセ

ス方法書を作成する業務でした。発注

担当者の話では、「環境アセスメント

士という資格の存在をインターネット

でたまたま見つけて、調べた。」との

こと。この話を聞いて、資格名のイン

パクトの大きさと、この資格を知って

もらえれば、資格要件として採用され

る可能性が高いのではないかと思いま

した。

このような実例があるように、今後、

環境アセスメント士の資格の知名度を

上げるためには、「私たち環境アセス

メント士自身が売り込むこと。」と、

「環境アセスメント士として相応しい

仕事をすること。」を常に意識して日々

の業務に取り組むことが必要であると

強く感じました。

環境アセスメントという仕事

財団法人岐阜県公衆衛生検査センタ

ーは1973年 の設立以来、岐阜県を本拠

地に、環境分析事業を核とした環境関

連事業を展開してきました。また、岐

阜県知事から岐阜県地球温暖化防止活

動推進センターの指定を受け、低炭素

社会実現に向けた普及啓発事業などに

も取り組んでいます。

深り彗][(¥]lill]:ン
ター

私は、主に廃棄物処理施設の設置に

係る生活環境影響調査で大気汚染・騒

音・振動などの調査・影響予測などの

業務に携わっています。また、地球環

境問題に関連して、地域内温室効果ガ

ス排出量の算定や環境基本計画策定支

援などにも関わっています。

入社した頃は、地図・資料の収集な

どの補助的な作業が大半でしたが、徐々

に、調査・予測を経験し、現在では計

画準備から調査書の作成までを担当し

ています。

調査・予測の技術を深めるために私

が研修会などに参加しながら業務にあ

たっていた頃、環境アセスメント士が

創設され、資格の取得が自らの業務知

識と評価技術を客観的に評価する数少

ない機会と感じたため、受験を決意し

ました。

環境アセスメントを遂行するには、
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広く全体を見渡

す視点と重点的

に深く追求する

視点の双方が必要と考えます。そのた

め、環境アセスメント士には幅広い知

識の引き出しとそれを使いこなすこと

が求められます。

私はこれまで試行錯誤を繰り返しな

がら、さまざまな方の助言を受けて業

務を遂行してきました。これまで自分

の業務を振り返ることは多くありませ

んでしたが、環境アセスメント士の受

験を通じて、効率よく業務に必要な知

識を整理し、技術者としての課題を見

いだすことができたと思います。

今後も、CPD制度を活用した自己研

鑽の継続によって業務の質を高め、自

らの技術向上とともに、環境アセスメ

ントの信頼性維持に少しでも貢献した

いと思います。

鶴




